
世

界

戦

後

の
地

名

考

(
A
)

ア
ガ
苧
ル
(A
ga
d
ir)
｡

竜
ワ
ッ
コ
(M
o
rocco
)
の
海

岸

及
び
海
港
O
ケ
ー
プ
･ギ
〝

(C
apeG
h
ir
)
の
南
二
三

哩
｡

モ
ロ
ッ
コ
に
於
け
る
傭
蘭
酉

の
勢
力
に
対
し
て
均

衡
を
保
つ
た
め
に

一
九

一
〇
年
狗
乙
の
資
本
家
等
は
サ

ル
タ
ン
よ
-
康
大
在
る
地
域
を
租
界
と
し

て
買

収

し

た
｡
一
九

二

年
七
月
濁
乙
政
府
は
砲
艦
パ
ン
サ

(P
a苧

th
er)
を
ア
ガ
ヂ
γ
に
逢
わ
同
艦
の
士
官
等
は
価
蘭

酉

の
支
配
を
排
斥
す
る
場

合

燭
乙
が

モ
ロ
ッ
コ
の
指
揮
者

(k
aid
)
等
を
支
援
す
る
と
の
約
束
を
覆
し
た
｡
乙
の
約

束
が
殆
ど
歓
洲
我
軍
を
惹
き
起
さ
ん
と
し
た
が
'
狗
俳

両
政
府
は
協
定
を
な
し
以
て
竜
P
ッ
コ
は
於
で
俳

蘭

酉

の
自
由
槽
を
認
め
そ
の
代
償
と
し
て
狗
乙
は

コ
ン
ゴ
-

(C
o
ng
o
)
盆
地
に
於
け
る
約
十
寓
平
方
哩
の
地
を
譲
興

さ

れ
る
こ
と
に
し
た
｡

.i
九
三
C
年
ア
ガ
デ
ル
港
は
自

世
非
特
級
の
地
名
巧

瀧

川

棚

.L

由
港
と
在
っ
た
｡

ア
ガ
ヂ
ア
(A
g

a
gi
a
)
.

リ
ビ
ア

(Libya)の
砂
漠
に

あ
る
駐
屯
地
｡

づ
フ
三

B
a
ra
n
i)
よ
-
東

商
一
四
哩
で

あ
っ
て
地
中
海
よ
り
内
地
に
向
つ
て

〓
1
哩
の
地
期
に

あ
-
'
ア
レ
キ
サ

ン
ド
リ
ア
(A
tex
a
n
d
ria
)
か
ら
酉
は

普

-
海
岸
道
路
の
近
-
ほ
あ
る
｡
二

九

一
六
年
二
月
ア

ガ
デ
ア
附
並
に
於
で
共
闘
軍
隊
は

回

教

徒

の
セ
ヌ
シ

(S
enussi)
故
国
を
撃
破
し
た
｡

乙
の
故
国
は
回
教
徒

の

シ
デ
･
毛
.1
メ
ッ
ド
･
ベ
ン
｡
ア
リ
ェ

ス
｡
セ
ヌ
･b
(S
id
i

M
oh
am
ed
b
en
A
li
es
S
enu
ssi)
と
云
ふ
ア
ル
ゼ

-

ア
人
に
ょ
つ
て
l
八
三
五
年

に
組
織
さ
れ
本
部
を
ア

レ

キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
置

い
て
屠
つ
ね
が
'
や
が
て
砂
漠
に

退

い
た
｡
中
央

ス
ー
ダ
ン
(S
u
d
a
n)に
封
し
て
鹿
-
主

構
を
抵
-
西
部
ア

フ
-
カ
各
部

に
対
し
て
槽
カ
が
あ
っ

発

心

七

.I



地

球

節
二
十
容

た
｡
他
界
大
戦
の
闘
士
基
音
及
び
燭
乙
に
促
が
さ
れ
で

7
九

一
五
年
十

一
月
に
域
及
ほ
侵
入
し
そ
の
勢
力
は
ア

ラ
ビ
ア
人

･
バ
ー
パ
(B
e
rb
e
r)
入
皮
か

士
其
古
人
を
合

し
ノ上
二
寓
と
栴

せ
ら
れ
た
｡
薦
め
に
英
閥
壊
及
聯
各
軍

は
ソ
ラ
ム
(S
ottum
)
及
び
シ
デ
｡
づ
フ
三
S
id
i
B
ara
･

n
i)
よ
-
陣
地
を
撤
去
し
各
軍
の
カ
を

マ
ー
サ
･
マ
ブ
ル

I
(M
e
T
Sa
M
at
ru
h)に
集
中
し
た
｡

マ
ー
サ

｡
ヤ
ツ
ル
ー
は
於
で
英

軍

の
賂

ク
オ
レ
ス

(W
a
tta
ce
)
は
セ

ヌ
シ
数
園
を
十

一
月
は
乙

の
町
の
閣

及
南
に
駆
逐
し
た
｡
ア
ガ
ヂ
ア
附
近
ほ
於
で

一
九

一
六

年
二
月
英
軍
が
勝
利
を
縛
る
や
薦

5,
で
ソ
ラ
ム
は
奪
回

n
れ
た
｡
セ
ヌ
シ
敵
国
は
そ
の
他
の
場
所
に
於
で
は
ナ

イ

ル
河
附
鑑
ま
で
迫
っ
て
ゐ
た
が
う

1
九

二
ハ
年
五
月

英

軍
は
伊
大
利
軍
に
援

助

n
れ
て
数
鳳
を
バ

バ
リ

ア

(B
a
h
a
ria
)
及
び
西
部
の
オ
エ
シ

ス

地
帯
か
ら
駆
逐
し

得
た
の
で
t
rJ
の
敵
国
の
蜂
起
が
粉
砕

さ
れ
た
｡

ア
J

jh
ァ
ン

(A
gen)｡
俳
蘭
西
の
都
骨
.
p
･
テ
･ガ

ロ
ン
(
L
o
t･e
t･G
a
ron
n
e
)
豚
の
首
都
｡

ガ

ロ
ン
(G
a
ro･

n
ne
)

河
畔
は
あ
-
ボ
ル
ド

ー
(B
o
rde
a
u
x
)
の
東
南
に

妨

六
線

買

八

七
二

常

-,h銭
道
に
よ
っ
て
八
四
哩
の
地
軸
に
あ
る
｡
古
代
に

ア
デ
ン
ナ

ム
(A
gi
n
n
u
m
)
と
栴
せ
ら
れ
光
庭
で
あ
る
｡

何
正
の
管
制
閲
で
あ
っ
て
十
二
世
紀
の
伽
藍
が
あ
る
.

市
内
に
は
多
-
の
育
代
の
建
物
が
あ

-
施
設
建
造
物
が

あ
る
｡
価
蘭
断
の
聾
者
と
し
て
ま
ね
年
代
記
の
著
者
と

し
て
有
名
な
ジ
ョ
セ
フ
･
ス
カ
リ
ゼ

(JCSeph
J
ustus

S
cati
ger
一
五
四

〇
-
一
六
〇
九
年

)
の
誕
銀
地

で
あ

る

O
市
の
人
口
二
菌
三
千
飴

｡

中
世
紀
は
於
で
は
ア
-
ジ
ァ
ン
の
附
鑑
の
地

方

は
ア

キ
デ
ー
ン

(A
q
u
itain
e
)
の

一
部
と
を
-
後
に
は
ツ
ル

ー
ズ
(
To
u
tou
se
)
の

一
部
と
在
っ
て
､
ア
ゼ
ネ
-
(A
g
e
･

n
a
is)
と
し
て

知
ら

れ
て
ゐ
ね
地
方
で
あ
る
.

ア
ゲ
テ
レ
ク
(

A
g
g
tele
k
)
｡

北

ハ
ン
ガ
リ
問
の
相
｡

rJ
の
村
は
ダ
ー
メ

ル

･
エ
ス
･
キ
ス
･
ホ
ン
･L
(G
6m
6r

es
内
isIH
on
t)
郡
は
あ
ヵ
ブ
ダ
ペ
ス
ト
(B
u
d
a
p
est)の

東
北
は
位
す
る
｡
附
近
に
迷
路
的
在
鏡
乳
石
の
大

洞
鍔

が
あ
る
の
で
有
名
と
在
っ
て
偽
る
｡
洞
窟
の
長

n
は
分

岐
の
洞
窟
と
共
は
五
哩
以
上
に
瓦
み
有
史
以
前
の
遺
物

が
多
-
磯
見
さ
れ
た
｡



ア
ジ
ァ
ン
ク
!
ル
(A
g
in
co71rt)｡
傭
蘭
酉
の

パ

･ゾ
･

カ
レ
(P
as･d
e
･Ca
ta
仙S)
順
に
あ
る
村
｡
サ
ン
･
ポ
ー
ル

(S
am

Po
t)
の
町
か
ら
十
四
哩
'
ブ
-

ロ
ン
(B
ou
lo
g
ne
)

の
光
南
二

九

哩
の
地
鮎
に
あ
る
.

一
四

一
五
年
十
月
二

十
五
日
に
英
軍
と
俳
軍
と
が
載
っ
た
の
で
有
名
と
在
っ

た
O
英
人
は
ア
ジ
ン
コ
ー

ル
ト
と
呼
人
で
ゐ
る
｡
英
軍

は

へ
ン
リ
五
世
の
指
揮
の
下
に
約
九
千

(
山
敦
は

一
薗

五
千
)
の
兵
力
を
有
し
沸
罫
は
そ
の
四
倍
の
兵
力
を
以

て
封
抗
し
た
｡
英
軍
は
主
と
し
て
弓
除
で
あ
っ
て
'
健

食
の
敏
之
と
娠
鼻
と
に
幡
ん
で
ゐ
ね
に
拘
ら
ず
三
時
間

の
戦
闘
の
後
に
俳
軍
を
破
っ
た
｡
英
軍
の
損
客
は
千
六

百
､
俳
峯
の
損
客
は

一
常
人
を
出
し
た
と
云
は
れ
て
ゐ

る
O

.

共
闘
軍
艦
に
ア
デ
ン
コ
-
〟
-
(A
gi
n
cou
rt)
と
云

ふ
の
が
あ
る
｡
ブ
ラ
ジ
ル

(B
ra
zil)
図
の
為
め
は
共
闘

ノ
ザ

ン
'バ
ラ
ン
ド

(N
orthu
m
berlan
d
)
の
エ
ル
ス
ク

イ
ッ
ク
(E
ts
wi
ck
)

に
あ
る
ア
ー

ム
ス
pl
ロ
ン
グ

(S
ir

W
,
G
.
A
rm

stron
g
}
W
h
it
w
orth
&

C
o
.
L
td
.)令

酢
の
エ
ル
ス
ウ
イ
ッ
ク
工
場

(E
Iswi
ck
W
o

rk
s
)
に
於

世
界
職
級

の
地
宅
考

て
製
臆
さ
れ
'
士
其
古

は
乙
の
茸
艦
を
譲
与
受
け
た
の

で
'
共
闘
政
府
は

一九

一
四
年
そ
の
竣
工
を
待
っ
て
TJ

れ
を
奪
取
し
ジ
ュ
ト
ラ
ン
ド
(J
u
tlan
d
)
の
海
戦
に
参
加

せ
し
め
た
の
で
有
名
で
あ
る
｡

ア
ジ
ラ

(A
gi
ra
)
｡

シ
シ
リ

(S
icily)
の
カ
タ

ニ
ア

(
C
a
t
ania)
州
に
あ
る
都
骨
｡

育

代

の
ア
P,,h
-
ア
ム

(A
g
y
r
iu
m
)
の
跡
に
触
設
さ
れ
た
都
市
で
あ
る
サ
ン
｡

フ
ィ
-
ポ
｡
ダ
ル
ジ
ロ
(S
a
n
F
itipo
d
'A
rgi

ro)
と
し
て

督
知
ら
れ
て
ゐ
た
｡
シ
シ
-
島
に
あ
る
教
育
の
都
市
の

1
で
あ
ゎ
'
カ
タ
エ
ア
の
酉
北
三
五
哩
に
あ
っ
て
大
排

石
の
産
出
に
よ
っ
て
有
名
で
あ
る
｡
紀
元
前

l
世
紀
の

後
車
に
居
っ
た
希
臓
の
歴
史
家
ヂ
オ
ド
ラ
で

シ
キ
ナ
ブ

ス

(Di
od
orus
S
i
cutus)
の
誕
生
地
で
あ
る
.
人
口
約

二
苗
二
千
五
官
｡

ア
グ
ラ
(A
g
r
a
)
｡

印
鑑
の
都
骨
及
び
要
塞
｡
',,h
エ
ム

チ
(J
u
m
n
a
)河

の
右
岸
に
あ
ゎ
､
デ
ル

ハ
イ
(D
elh
i)
或

は
デ
ー
リ

(D
eh
li)
と
も
云
は
れ
る
都
骨
よ
少
繊
道
に

よ
っ

て光
岡

一
三
八
哩
の
地
郡
に
あ
る
｡
要
塞
は

一
五

六
六

年
ア
ク
rバ
ー
ル
(A
k
b
a
r)
は
よ
っ
て
築
造
さ
れ
城

四究

七
三



地

球

終

二

十

怨

壁
は
周
園

一
埋
草
､

高
ru
は
七
〇
択
あ
る
.
城
内
に
は

シ

ャ
｡
ジ
ャ
ハ
ン
(S
h
a
h

J
ah
a
n
叉
は

J
e
h
&
n
)
の
宮
殿

が
あ
る
｡
城
外
の
遠
か
ら
ぬ
廃
に
有
名
を
タ
イ

｡
マ
'1

〟
(T
aj胃
ah
al)
と
挿
す
る
印
度
回
数
徒

(In
d
om
o
s･

l
en
)
の
霊
廟
が
あ
る
｡
rJ
の
霊
廟
は

1
六
五
〇
年
柴
市

皇
帝
･b

ヤ
･
'ジ
ャ
バ
ン
が
そ
の
愛
す
る
畠
后
ノ
ー
ル
･
マ

パ
ル

(
N
ou
r
M
ah
al
)
の
記
念
の
為
は
鍵
て
ら
机
で
完

成
し
た
も
の
で
あ
っ
て
'
鉱

物
は
主
と
し
て
白
色
大
班

石
よ
み
成
り
fJ
れ
む
建
て
る
馬
め
に
二
寓
人
が
二
十
年

間
以
上
働
い

ね
と
云
は
れ
で
ゐ
る
｡

モ
チ
÷

ス
ジ
ッ
ド
(民
oti
M
a
sj.id
)
及
び
ジ
ャ
マ
ニ

ス
ジ
ッ
ド

(Jam
a
罵
a
s3lid
)
と
栴
す
る
宏
肝
夜
回
数
の

殿
堂
が
二
つ
あ
ら
そ
の
他
多
-
の
宮
腰
及
び
墳
墓
の
遺

跡
が
あ
る
｡

英
樹
政
府
の
建
物
と
し
て

は
改
廃
(G
o
v
e
rn
m
ent

H
ou
s
e
)

大
学
及
び
兵
紫
が
あ
る
｡

rJ
の
都

骨

は
放
送

の
中
心

地
で
あ
ら
商
業
の
中
心
地
で
あ
る
｡
市
内
の
製

造
品
は
靴

･
レ
ー
ス
､
及
び
象
眼
屯
ゼ
ィ
ヅ
ク
で
あ
ら
輔

は
穀
物

｡
水
練

･
煙
草
及
び
砂
糖
の
集
散
地
で
あ
る
｡

節
六
雛

望

〇

七
四

ジ
ュ
ム
ナ
河
は
ア
で
フ
運
河
と
相

伐
っ
て
運

輸
の
促
を

供
し

てゐ
る
｡
ア
'/Q
tフ
は

一
五
六
六
年
よ
か
一
六
五
八

年
に
至
る
間
豪
背
骨
閥
の
首
都
で
あ
っ
た
｡
一
八
〇
三

年
基
問
の
レ
ー
ク
卿

(L
ord
L
ake)
に
ょ
っ
て
奪
取
さ

れ
､

一
八
五
七
年
に
は
牧
胤
が
起
み
そ
の
年
の
八
月
よ

わ
十
月
ま
で
三
ケ
月
間
英
人
は
龍
城
を
な
し
た
.
人
口

は
市
内
十
八
寓
五
千
五
官
飴
｡

地
方

(d
istrict)
の
親

人
口
百
六
嵩
飴
で
あ
る
｡

ア
グ
ラ
ム
(A
gTam
)｡
ユ
ー
'fn
･
ス
ラ
グ
ィ
ア
(T
u
g
?

S
lav
ia
)
の
都
骨
｡

ハ
ン
ガ

-
ア
人
は
ザ
グ
ラ
ブ
(Z
a
g
･

γab)
叉
は
ザ
グ

レ
▲ブ

(Z
ag
reb
)
と
呼
ん
で
ゐ
る
｡

サ

ー
ブご
S
a
v
e
)
河
の
左
岸
近
-
ほ
催
し
P.
政
道
に
よ
っ

て
フ
ユ
ー
メ

(
F
iu
m
e
)

の
東
北
東
四
二
哩
の
藤
は
あ
る

主
要
建
造

物
と
し

ては
十
五
世

紀
ゴ
チ
ッ
ク
式
建
築
の

伽
藍
が
あ
ら
大
修
正
の
宮
邸
及
び
親
密

(ban)
叉
は
知

事
の
官
邸
が
あ
る
｡
ま
た

一
八
七
四
年
創

設
の
大
軍
及

び
白
魚
科
撃
博
物
館
が
あ
る
｡
rJ
の
都
骨
は

1
〇
九
四

年
ラ
デ
ス
ラ
ク
ス
(L
adista
us
二

世
に
よ
少
創
設
さ
れ

一
二
四
二
年
に
は
自
由
市
と
茂
み

一
八
六
七
年
に
は
ク



ロ
ア
チ
ア
｡
ス
ラ
ブ
ォ
ニ
ア

(C
ro
a
tia
･S
ta
v
o
n
ia
)
の
首

府
と
な
っ
た
O

-i
九

一
八
年
オ
ー

ス
ト

リ

ア
･

ハ

ン
ガ

リ
帝
問
が
崩
壊
せ
ん
と
す
る
や
ク
ロ
ア
チ
ア
の
暇

政
府

が
乙
の
地
に
立
て
ら
れ
た
｡

市
の
製
造
晶
は
革
製
品
･

-
ン
ネ
ル
｡枕
藍

･
車
幅
で
あ
-
葡
萄
酒
｡敷
物
粗
及
び

牛
皮
を
貿
易
晶
と
し
て
ゐ
る
｡
人
口
十
三
常
｡

ア
グ
リ
ゼ
ン
タ
ム
(
A

g

rig
entum
)｡

シ
シ
-
島
の

南
准
岸
に
あ
る
古
代
の
都
骨
で
あ

-
近
代
の
ジ
〝
ゼ
ン

チ
(G
irg
en
ti)
の
こ
と
で
あ
る
.

政
道
に
ょ
つ
て

バ

レ

ル
モ
(P
al
erm
o)
よ
-
苗
八
四
哩
で
あ
る
｡
希
職
人
は

ア
ク
ラ
ガ
ス
(A
k
rag
as)
と
呼
ん
で
ゐ
ね
｡
配
t空
馴
五

八

一
年
頃
に
同
島

の
南
岸
に
あ
る
ゼ
ラ
(G
eta
)
ま
わ
の

硫
民
に
よ
っ
で
創
設
ruれ
間
も
な
-
宮
と
衛
士
と
を
獲

得
し

一
時
人
口
二
十
欝
あ
つ
ね
と
云
は
れ
て
ゐ
る
｡
こ

の
地
に
は
多
-
の
美
し
き
殿
堂
が
あ
-
､殊
に
ジ
ュ
ピ
タ

(Jupiter)
の
殿
堂
は
シ
シ
ク
島
内
の
最
立
派
夜
殿
堂

の

小
と
し
て
有
名
で
あ
る
｡
紀
元
前
四
〇
五
年
に
は
カ

ー
セ

I
rr,i
(Carthag
e
)人
に
ょ
っ
て
破
壊
ruれ
宅
配
元

前
三
四
C
年
に
は
チ
モ
-
オ
ン
(Ti
m
ole
o
n
)
に
ょ
っ
て

他
罪
械
後
の
地
名
考

覇
び
建
造
さ
れ
'
紀
元
前
二
六
四
年
は
始
っ
た
カ
ー
セ

ー
ジ
人
と
敬
っ
た
第

1
次
ビ
ュ
ー
Ir
ッ
ク

(P
un
ic)
戦
軍

中
及
び
紀
元
前
二

7
0
年
に
は
市
は
掠
密
を
受
け
た
｡

然
る
に
滑
数
世
紀
間
貿
易
の
大
中
心
と
し
て
発
き
む
な

し
.
市
の
城
壁
は
育
代
の
遺
跡
と
し
て
今
日
狗
見
る
こ

と
が
出
凍
る
｡
今
日
は
大
在
る
輸
出
貿
易
が
行
は
れ
港

は
ボ
ル
ト
｡
エ
ム
ぺ
ド
ク
レ
(P
orto
E
m
p
ed
octe)
と

云
ふ
｡

人
口
約
二
番

-L
千
｡

ア
ゲ
ア
ス
カ
リ
エ
ン
テ
ス
(A
g
u
a
scal
ientes).
メ

キ
シ
コ
の
ア
グ
ア
ス
カ
リ
エ
ン
テ
ス
州
の
首
府
｡
州
と

云
ふ
も
盆
-
小

n
き
州
で
あ
-
､
州
の
面
積
二
千
九
百

六
十
八
平
方
哩

で
あ
-
'
州
の
人
口
十
常
七
千
五
百
飴

で
あ
る
｡
首
府
は
メ
キ
シ

コ
市
の
酉
北
に
あ
-
蛾
道
に

よ
っ
三

二
六
五
哩
の
盛
に
あ
る
｡
ま
ね
銭
道
に
よ
っ
て

ク
ム
ピ
コ

(T
a
m
p
ic
o
)

及
び
北
米
倉
衆
問
と
連
絡
し

て
ゐ
る
｡
海
抜
約
六
㌧
四
〇
〇
沢
の
高
地
に
あ
わ
'

多

-
の
果
樹
園
が
あ
る
｡
人
口
四
苗
八
千
｡

ベ
ル

(P
eru
)
閥
に
も
ア
グ
ア
ス
カ
-
エ
ソ
デ
ス
と

稀
せ
ら
れ
る
都
骨
が
あ
る
｡
乙
の
地
名
の
意
味
は
温
泉

Ii
9

1

七
証



節
二
十
番

の
意
で
あ
る
｡

ア
グ
ラ
ス

(A
gulhas).
ァ
フ
-
カ
大
陸
の
最
南
端

に
あ
る
岬
.
語
義
は
針
と
の
意
で
あ

り
､
鋭
-
聾
立
せ

る
岩
礁
あ
る
が
故
に
斯
-
呼
ば
れ
て
居

み
､
烈
し
P
,暴

風
雨
に
骨
ふ
虞
で
あ
る
｡
ア
グ
ラ
ス
･
バ
ン
ク
(A
g
u
lh
a
s

B

ank)と
栴
す
る
稼
岸
の
連
丘
は
こ
の
岬
か
ら
南
ア
フ

リ

カ
の金
瓶
樺
は
延
び
て
ゐ
る
｡

ア
!
∇
ダ
バ
ド

(A
h
m
ad
ab
ad)
｡

印
度
の
ポ
ム
ベ

イ

行
政
畷
(B
om
bay
P
re
sid
ency)内
に
あ
る
ア
-

マ

グ
バ
ド

地
方
(distr
ict)
の
主

要
都
市｡
サ
パ
ル

マ
チ

(S
a
b
a
rm
a
ti)
河
畔
に
あ

き
'
政
道
に
ょ
つ
て
ポ

ム
ベ

イ
の
北
三

〇
九
哩
の
地
割
に
あ
る
｡
錦
業
の
中
心
地
で

あ
わ
､
金
融
及
び
絹
糸
･陶
磁
器
･
紙
及
び
錫
を
以
て
主

要
製
造
晶
と
し
て
ゐ
る
｡
市
を
圃
擁
す
る
は
城
壁
を
以

て
し
市
の
面
積
二
平
方
哩
｡
市
内
に
は
回
数
の
立
派
夜

殿
堂
が
あ
る
｡

7
四

二

1年
は
創
設
さ
れ
柴
古
虫
帝
の
下
に
あ
っ
た

時
は
批
鷹
な
る
都
倉
で
あ
っ
た
O
回
教
徒
の
グ
',シ
ャ
ラ

ト

(G
u
j.a
ra
t)
王
問
の
存
在
し
て
ゐ
た
時
に
は
そ
の
骨

静
六
雛

望
二

七

六

府
で
あ
っ
た
｡

.1
七
八

〇
年
英
軍
に
よ
っ
て
奪
取
n
れ

そ
の
後

ヤ
ー
ラ
ヅ
タ
(呂
ah
ratta
)族
に
速
達

n
れ
ね
が
､

一
八

一
八
年
再
び
英
政
府
の
も
の
と
在
っ
た
O
一
九

一

九
年
の
四
月
十

一
日

に
は

p
-
ラ
ッ
ト
法
令

(R
o
wi
a
tt

A
c
t
)
は
封
す
る
反
戚
に
ょ
つ
て
騒
擾
が
勃
馨
し
政
府
の

建
物
二
棟
が
焼
か
れ
た
O
ア
-
マ
グ
バ
ド
地
方
の
面
積

三
八

一
五
平
方
哩
o
輔
の
人
口
二
十
七
寓
四
千
飴
｡

ア
-
マ
ド
サ
ガ
ル
(A
h
m
ad
nagar)｡
印
度
ポ
ム
ベ

イ
行
政
園
内
の
ア
-

マ
ド
ナ
ガ
ル
地
方
に
あ
る
主
要
都

市
｡

シ
ナ
(S
in

a)河
畔
に
あ
-
繊
道
は
よ
っ
て
ポ
ム
ベ

イ
の
東
二

一
八

哩の
塵
は
あ
る
O
地
道
は
大
印
度
牛
島

銭
遭
(G
reat
I
nd
i
an
P
en
in
sul
a

兎
ly
.)
と
云
ふ
｡

打
は
城

壁
を
以
て

固
ま
れ

.1
四
九
四
年
の
創
設
に
係
る

市
の
面
積

三
平
方
哩
｡

.i
八

〇
三
年
ク
ェ
ズ
リ

(W
e
lle
･

s
te
y
)
纏
軍
に
ょ
つ
て
奪
取

さ
れ
た
｡

製
造
晶
は
木
綿

絹
物
類
･銅
･鼻
輪
器
で
あ
る
｡
ア
-

マ
ド
ナ
ガ
ル
要
塞

(A
h
m
ad
n

agaT
F
ort)
は
残
虐

に
も
南
ア
フ
リ
カ
載

軍
の
間
は

はポ
ア
(B
oer)
人
の
捕
虜
を
埋
葬
す
る
馬
め

は
用
以
ら
れ
p
世
界

戦
争
中
は
猫
乙
人
の
捕
虜
を
収
容



す
る
薦
め
に
用
ひ
ら
れ
た
｡
要
塞
は
雷
よ
力
率
哩
光
に

あ
る
｡
ア
-

マ
ド
ナ
ガ
ル
地
方
の
面
積
は
六
六
〇
〇
平

方
哩
で
あ
ら
一､
主
と
し
て
農
業
地
で
あ
-
､
産
物
は
豆

粕
斑
瓶
及
び
種
油
で
あ
る
｡
市
の
人
口
約
五
常
｡

ア
ワ
ズ
(A
h
w
a
z
又
は

A
h
w
a
s
又
は

A
h
w
uz

)
0

ベ

ル
シ
ア
の
都
骨
で
あ
っ
て
ア
ラ
ピ

ス
タ
ン
t(A
ra
bi

s･

t
an
)
州
は
あ
る
.
カ
ル
ン
(K
a
ru
n
)
河
畔
に
あ
ら
.
バ
ス

ラ
(B
asra
)
の
東
北
七
〇
哩
の
地
瓢
に
あ
る
｡

バ
ル
ジ

ア

(P
a
rth
ia)
の
敢
後
の
王
ア
ル
ク
バ
ナ
ス
(
A

r

taba
･

nus)
の
首

府
の
遺
跡
が
附
近
ほ
あ

る
｡
共
闘
と
波
期

と

の
戦
車
に
於
で

一
八
瓦
七
年
英
軍
の
薦
め
に
占
領
さ
れ

た
｡

世
碁
大
我
皆
時
は
英
波
石
油
骨

就
(A
n
g
lo･P
e
r･

siam
O
il
C
o
m
pa
ny
)
の
油
井
を
守
護

す
る
薦
め
に
一

九

一
五
年
英
罫
は
rJ
れ
恕
占
領
し
た
｡
同
年
三
月
土
共

有
の
大
軍
の
進
撃
に
よ
っ
て

lL
時
退
却
の
止
む
な
き
ほ

薫
っ
た
が
､
同
年
の
末
頃
に
帝
び
英
軍
の
事
に
蹄
し
た

ア
イ

(A
i).
叉
は
ハ

イ
(H
ai)
と

い
以
､
蕃
約
空
音

に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
ケ
ー
ナ
ナ
イ
ト

(C
a
n
a
an
ite
)
族

の
王
の
都
骨
で
あ
っ
て
､
べ
セ
ル
(
B
eth
et)
の
粟
に
あ

せ
非
職
後
の
地
名
考

る

｡

ゼ
-

コ
(J
erich
o
)
の
滑
落
後
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は

rJ
の
地
に
於
て
打
破
ら
れ
､

J,,h
ヨ
,u

ア
(J
osh
u
a
)
に

よ
っ
て
破
ら
れ
市
民
と
北
ハほ
都
骨
も
亦
滅
亡
し

た

｡

ア
イ
ヂ
ン

(Aid
in)
｡
士
共
有
の
都
食
｡
グ
ゼ
ル
･
ヒ

ス

サ
ル
(G
u
zet･出
issa
r)
と
も
栴
す
｡
ア
イ
ヂ
ン
の
州

(V
it
ayet,)内
は
あ
-
､
ス
ミ

ル
ナ
･
デ
ネ
イ

ル
(S
m
yr
･

n
a･D
ineir)地
道
沿
線
に
あ
わ
､
ス
ミ
ル
ナ
の
兼
南

八
一

哩
の
地
鮎
に
あ
る
｡
古
代
の
ツ
タ
レ
ス
(T
ral
ies
)
の
遺

跡
附
鑑
に
建
設
r
uれ
た
和
食
で
あ
る
｡

革
製
晶
を
製
造

し
､
英
子
･基
質
･木
綿
を
以
て
名
高

い
｡

一
八
九
九
年

鑑
英
に
遭
払
､

-1
九

一
九
年
に
は
士
基
音
及
び
希
臓
は

rJ
の
都
骨
を
軍
奪
せ
ん
と
し
士
其
東
軍
は
敗
れ
た
｡
州

の
面
積
は
二
五
､
八
〇
〇
卒
方
哩
で
あ
っ
て
産

物
に
富

む
｡
州
の
人
口
約
二
十
二
常
で
あ
わ
'
苗
の
人
口
三
常

六
千
｡

エ
イ
ダ
･菅
ル
ト

(Aigu
e
s
駕
o
rtes)｡
備
蘭
酉
の

都
骨
で
源
港
で
あ
る

｡投
典
名
は
ア
ク
エ
･
モ
ル
ツ
エ

(A
q
u
ae
M
o
rtuae)
｡

ガ
ー

ル
(G
ard
)
櫛
内
は
あ
る
｡

銭
道
に
よ
っ
て

ニ
ー

ム
(N
in
es)
の
南
二
四
哩
の
地
に

M
七
二

七
七



地

球

妨
二

十穆

あ
わ
地
中
源
よ
み
三
哩
､

運
河
は
よ
っ

て
通
じ
'
苗

に
は
一
二
八
〇
年
頃
に
建
て
ら
れ
た
城
壁
及
び
塔
が
あ

る
｡
人
口
約
四
寓
五
千
｡

新著
紹

骨

0
地

球

化

学

高

橋
純
1
課

内
m
老
私
闘
野

付

定
侶
六
圃
五
十
錦

本
書
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ド
ス
キ
ー
教
授
脊
劫

の
珊
訂
で
あ
る
｡

蒋
稀
博
士

は
巴
.i
.留
掛
に
附
し
た
ま
-
1
恥
的

ロ
シ
ャ
の
郷
を
さ
け
て
巴
Ej
ゾ
ル

ボ
ン
ヌ
に
氷
り
地
球
化
拳
の
講
義
を
し
て
ゐ
た
の
を
唯
講
し
た
約
僻
が

あ
-
､
原
著
に
は
非
役
二
回
に
克
っ
て
の
改
訂
聯
柵
も
あ
り
'
併
せ
て

脱
著
者
か
ら
邦
許
を
弊
め
て
氷
た
の
で
庶
著
拙
速
版
に
よ
っ
て
本
署
を

蛇
し
た
と
は
同
博
士
の
港
税
に
梓
す
る
伊
で
あ
る
｡
託
し
地
球
化
桝
が

最
近
十
年
間
に
賛
し
い
炎
達
を
途
げ
'
今
も
獅
日
に
日
に
新
た
な
る
研

究
が
橋
川
す
る
に
際
し
､
こ
の
堺
の
族
丸

的
毅
達
と
北
二

般
概
念
を
朋

に
し
た
本
番
が
新
刊
き
れ
て
､
本
邦

の
撰
非
を
神
溢
す
る
こ
と
は
巾
迄

も
な
い
都
で
あ
る
｡
本
省
は
節

1
に
地
球
化
蝉
の
摘
念
及
其
発
達
史
を

の
べ
､
次
に
化
撃
北
東
の
地
殻
に
於
け
る
産
出
状
態
､

マ
ン
ガ
ン
の
地

域
化
撰
､
地
球
化
学
愉
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
､
地
殻
の
排
第
及
び
排
牧
物

地
殻
に
於
け
る
放
棄
と
批
物
部
'
地
殻
に
於
け
る
放
射
轡
l九
第

の
六
串

が
そ
れ
-

炎
症
ぶ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
の
下
に
説

明
さ
れ
て
あ
っ
て
卦
収

解
六
雛

望

四

七
八

椛
糾
五
甘
二
十
三
井
の
大
冊
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
我
韓
は
こ
の
啓
に
よ
っ

て
地
故
の
化
準
的
成
立
礎
素
を
し
リ
､
今
日
迄

に
考

(
て
ゐ
た
よ
り
も

よ
り
ふ
か
-
･E
然
と
人
出
と
の
関
係
を
築
ぶ
こ
と
が
氾
蘇
る
の
む
寄
び

放
て
江
湖
に
本
章
を
推
奨
す
る
｡
(
藤
川
)

0
ヴ
ァ
ン

ル
ー
ン
の
地
理
笹
下
等

内
山
児
次
課

腐
生
糊
川
根

先
倒
二
脚
五
十
錦

上
怨
は
班
に
は
仮
さ
れ
て
ゐ
る
｡
水
密
は
地
政
の
前
本
と
し
て
米
陶

で
好
評
を

つ
け
た
も
の
を
課
し
た
も

の
で
上
役
に
快
洲
､
下
怨
に
ア
ジ

ヤ
｡
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
･
ア
フ
リ
カ
｡
ア
メ
リ
ガ
が
両
目
-
吏
れ
て
あ
る
0

今
日
ま
で
の
地
桝
の
理
論
と
､
共
助
の
歴
史
と
税
収
と
い
っ
た
も
の
を

蜘
ご
と
に
簡
明
に
か

い
て
あ
る
｡
日
本

の
膨
脹
す
る
此
む
に
止
ま
れ
ぬ

勢
と
い
っ
た
も
の
も
､
北
し
-
班
仰
し
て
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
｡
世
鼎
の

常
附
の
問
題
に
ふ
れ
た
流
暢
な
著
述
で
あ
る
0
小
中
堺
の
北
淡
方
に
､

よ
い
参
考
沓
と
な
る
こ
と
を
傑
S=i
す
る
｡
(
勝
目
)

〇
滴
洲
圃
地
名
便
覧

､

祭
日
慶

一
嗣

端
洲
文
化
依
命
数
行

妃
佃

'1
圃

本
番
は
新
版
鵜
洲
閑
地
問
の
索
引
で
あ
っ
て
'
地
名
の
位
盟
で
は
な
い

地
名
が
湛
牛
で
か
い
て
あ
つ
て
も
'
勧
方

の
佃
名
が
な
い
か
ら
で
あ
る

鵜
洲
の
先
端
分

一
の
地
陶
は
す
べ
て
淡
字
に
恨
名
が
あ
畠

｡
故
に
そ
れ

を
み
て
､
耗

lL
し
た
約
分
を
つ
け
る
で
な
-
て
は
'
地
名
使
児
と
は
な

ら
な

い
o
(F
)


